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「長浜市暴力団排除条例」の施行を受け、 1月 11

日に市役所で、「長浜市における暴力団排除に係る相

互連携に関する合意書」の調印式を行いました。

調印式では、長浜市長、長浜警察署長、木之本警

察署長が、暴力団に係る情報の共有や市民 。事業者

に対する支援を迅速かつ円滑に行ってい くための手

続き等を定めた合意書に署名・押印しました。
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合意書 (概要)

長浜市暴力団排除条例第 3条第 2項の規定に基づき、市
の事務および事業における措置や市民および事業者に対す

る支援、その他の暴力団排除に関する施策の実施に関しヘ

市と警察署の連携協力について定めたものです。

≪ポイント:市と警察との連携強化≫

平成21年度 853,187円 /人

伸び率 3.40% (全 国2位 )

平成22年度 882,206円 /人
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沼津市と災害時の応援協定を締結

1月 17日、災害時にお互いが応援しあう災害時相互応援協定を静岡県沼津市と締結しました。

東海地震に係る地震防災対策強化地域として先進的な防災体制に取り組まれている沼津市は本市

から300km圏域に位置し、両市が同じ災害で被災する可能性は低いと考えられ、広域災害発生時に

も有効な相互応援活動が可能となります。

協定の締結によって両市は広域災害発生時

に、食糧や飲料水などの生活必需品の提供や、

被災者の救出や医療、施設の応急復旧に必要

な資機材 と人員の応援などについて相互に協

力を行つてい くほか、災害対策の資料・情報

等を随時交換 し、災害対策について研究を行

っていきます。

なお、現在本市では沼津市のほかに、福井

県鯖江市 。岐阜県大垣市・彦根市・岐阜県揖

斐川町・愛知県大府市・兵庫県たつの市の 6

自治体と災害時応援協定を結んでいます。

おける暴力回

相

固市民自治振興課 (金 65-8722)

～安定した制度で高齢者医療を守るために～

後期高齢者医療の医療費の増大について
滋賀県の後期高齢者医療制度に加入されている人の医療費は、下の図のように大きく伸びています。

病気やケガの治療はとても大切なことですが、今後も医療費は増加することが予想され、医療費適正化対

策の充実、保険料率の見直しが必要とされています。

広域連合では、医療機関請求内容の確認、保健指導など医療費の適正化に努めています。健康的な生活習

慣はもちろんのこと、病気の早期発見・早期治療、ジェネリック医薬品の活用など、被保険者の皆さんも後

期高齢者医療制度の円滑な運営にご協力をお願いします。

平成20年度から平成22年度までの医療費の状況

平成20年度 823,333円 /人

伸び率 6.38% (+71億 円 1) 伸び率 3.63% (全 国2位 )
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固防災危機管理課 (a65-6555)

F平成23年度原子力防災フォーラムゴをΓ汗7どと支す

このフォーラムでは、原子力防災の基本となる原子力防災指針の見直しについて、京都大学の高

橋先生から防災指針の検討状況についてご講演いただきます。

また、県では原子力災害対策編の見直しのため、見直し検討委員会による協議検討を進めてきまi

した。この見直し内容について皆さんのご意見をいただきたいと思います。市民の皆さんのご参加

をお待ちしています。

固滋賀県防災危機管理局 (盆 077-528-3445)

平成21年度 総額 1,183億円

平成22年度 総額 1,257億円

固保険医療課 (金 65-6527)、 滋賀県後期高齢者医療広域連合 (金 077-522-3013)

暴力回排除に関する合意書を警察署と締結
～警察署との連携強化で暴力回排除を推進します～

⑤迅速かつ積極的に支援・協力

長
浜
警
察
署

・
木
之
本
警
察
署

長
浜
市 か 査し、

①暴力団か否か確認要請

を通知

果を通知

④妨害等に係る支援要請

民等の安全確保の要請

⑦警戒等の実施

③情報提供  市民等  ⑩情報提供や支援

【と き】2月 15日 (水)15時開会 ※17時終了予定
【ところ】木之本スティックホール (木之本町木之本)

【請 師】高橋知之氏 (京都大学原子炉実験所 准教授)
【定 員】300人
【主 催】滋賀県、(財)消防科学総合センケー
【共 催】長浜市、高島市
※当日は、駐車場の混雑が予想されます。乗り合わせのうえ、ご来場いただきますようご

協力をお願いします。

※高島市でも、高島市民会館を会場に、同じ内容で同日10時から開催されます。

平 総顎 1,112億円
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伸び率 6.26% (+74億 円 !)
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